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実践報告 
 
大いに飛躍しよう、将来有為な若者たち！！ 
 
―学生交流がもたらした、かけがえのない成果― 
 
大峡 泰一 
要旨 
2014 年から SEND プログラムを通じて、早稲田大学とナレースワン大学の学生たち
が、毎年、3 回にわたって有意義な学生交流ができた。この機会を通じて、相互の学生
たちには思わぬ発見があったと同時に、その交流が忘れがたい、青春の思い出となり、
また将来へむけた大いなる飛躍の機会となったことであろう。成功裏に終わったこの
SEND プログラムに続く、若者たちに夢を与え、新たな発見をもたらすような企画がま
た誕生することを望むものである。 
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1．SEND プログラムの恩恵 
1.1 早稲田大学使節団の来校 
 2013 年 11 月 29 日、早稲田大学日本語教育研究センターの鈴木伸子准教授をはじめ 3
名の方々が早稲田大学の使節団として、SEND プログラムのご説明のため、はるばるナ
レースワン大学へ来校された。ナレースワン大学は、このプログラムのもとで両大学の学
生の交流ができる貴重な機会をいただけるものと、大いに喜んだ。このプログラムには短
期プログラムと長期プログラムがあることがわかった。ただ、大学院レベルの学生交流を
目指す長期プログラムは、ナレースワン大学人文学部大学院修士課程の「日本研究科」が
指導教員の数が不足してしまったこともあり、新入生の受け入れを見合わせている最中だ
ったので、実現できなかったのは残念であった。それで、まずは短期プログラムを実現さ
せるべく、両大学の間で「学生交流覚書」の作成を行い、2014 年度から交流が実現できる
ことになった。ナレースワン大学からは「早稲田大学短期日本語集中プログラム（6 週間）」
へ学生を全学部から公募選出して留学させていただけた。一方、早稲田大学からは、修士
課程の学生をリーダーとする学生たちが、授業のＴＡ活動や日本文化紹介活動をするため
に 2 週間にわたりナレースワン大学へ来ていただいた。以下、2014 年から 2016 年までの
3 年間の学生たちの活動の足跡を報告させていただきたい。なお、なるべく「学生の目」
を意識しながら記述するつもりだが、やはり私の意識が混入してしまうかもしれない。 
1.2 早稲田大学短期日本語集中プログラムへの参加 
 第 1 陣は 2014 年 6 月 20 日から 6 週間の日程で、ナレースワン大学の学部学生 9 名が
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上記のプログラムで早稲田大学へ短期の留学を果たした。募集要項では「日本語力不問」
とあったが、ナレースワン大学は「奨学金がある留学」なので、全学部の学生を対象に募
集した。このため、学生の「英語力（大学の基準で、Cambridge Certificate B1 レベル以
上と会話力）40％」と「初歩の日本語力 60％」に主眼を置いて選出したところ、日本語主
専攻の学生は 1 名（1 年生）しか選ばれなかった。日本語を専攻する学生の英語力の低さ
が浮き彫りになった（ちなみに、日本語主専攻は第 2 陣は 8 人中ゼロ、第 3 陣は 8 人中、
4 年生の 2 名）。学生たちは自分の学力に応じてコースを選べたそうで、ほとんどの留学
生は Basic コースを勉強したようだ。ただ、第 1 陣の日本語主専攻学生は、会話と文法は
中級コースを勉強したと言う。また、2016 年度に留学した 2 名の日本語主専攻は、
Listening and Speaking through Thinking と Comprehensive Japanese を選択したと
言う。留学生がいろいろな国から来ていて、会話をしたり、意見交換をしたりで、環境的
には大変良かったそうだ。また、勉強以外にホームステイを体験したり、日本の文化を肌
で体験できたなど、大いに良かったと言っている。これは、第 2 陣、第 3 陣の留学生も異
口同音に評価している。しかし、不満な点がひとつあった。これも、留学生がそろって訴
えていることだが、寮と大学の距離が遠すぎたことだ。往復に時間もお金もかなりかかっ
た、と漏らした。ただ、全般的にはナレースワン大学からの留学生にとって早稲田大学へ
の短期留学は思い出に残る、大変貴重な体験を生み出したと評価できる。 
1.3 早稲田大学生によるナレースワン大学への貢献 
 第 1 陣は 2014 年 8 月 24 日から 9 月 6 日まで、大学院生 2 名と学部学生 6 名の合計 8
名が派遣されてナレースワン大学へ来校した。初日の 25 日の午前中は学長、学部長、16
名のバディーたちを交えてのオリエンテーションを行った（なお、第 2 陣は 2015 年 8 月
30 日から 9 月 12 日まで 4 名派遣、バディーは 10 名、第 3 陣は 2016 年 8 月 28 日から 9
月 10 日まで 4 名派遣、バディーは 14 名で、同様にオリエンテーションを行った）。早稲
田大学の学生は授業の TA や課外活動、日本文化紹介などをする目的で派遣されてきたが、
まず TA としての活動は、第 1 陣と 2 陣の学生たちには、「日本語会話」の授業で会話の
相手をしてもらったり、漢字の宿題の採点をしてもらったりと、結構忙しかったようだ。
ただ、私が第 1 陣の学生にお願いした漢字の宿題の採点に対して、帰国後の彼らの報告書
の中でかなりの不満が散見されたことは、やや残念だった。採点を通じて、タイ人学生に
わかりやすい日本語を使って、会話しながら添削指導をしてほしかったが、むずかしすぎ
たのであろうか。また、2016年派遣の学生に対しては、授業でTAを希望する教員が私以
外にいなかったが、「日タイ通訳」の授業に入ってもらい、タイ語が全然わからない日本
人として通訳活動の手伝いをしていただけたことには大変ありがたさを感じた。しかし、
TA をお願いした「観光のための日本語」については、来タイ以前から、タイ人学生たち
と連絡を取り合ってアドバイスしていただきたかったが、皆さん渡航の準備に忙しかった
ようで、授業中でのアドバイスの成果は見られなかった。タイ人学生に事前の準備情報を
聞いたところ、「連絡は取れたが、早稲田の学生はアルバイトなどに忙しいようだ」とい
う答えが返ってきた。 
 次に、派遣学生に月曜日、水曜日、金曜日の夕方 5 時から 1 時間半ぐらいしていただい
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た「課外活動」は、彼らの準備の周到さが際立っており、言語による意思疎通は完璧では
なかったが、タイ人学生が大いに楽しめたようだ。特に、第 3 陣の派遣学生 4 人は、後述
する「文化交流」にも係る企画を行い、今の日本人の若者には、日本国の将来への期待が
まだまだたくせることを実感した。第 1 陣の派遣学生は、「ナレースワン大学を紹介する
ビデオ作り」をテーマとして室内を盛り上げていた。しかし、タイ人学生に私どもが参加
を「強制」したことで、活動に興味を持たない学生が、失礼な態度をとっていた姿が散見
されたことに対しては、大いに反省をした。派遣学生の目にどのように映っていたか想像
に難くない。それで以後は、「強制措置」をとることはしなかった。第 2 陣の派遣学生は
「私の紹介するピサヌロークの――（例：穴場レストラン、公園、その他）」をテーマにし
たビデオ作製活動で、タイ人学生の作文力向上につながる企画になったようだ。第 3 陣の
派遣学生は「日本のお祭り」をテーマにして、それと同時に同世代の日本人を見るタイ人
学生の目が、2 週間でどのように変化したかを見る事ができるゲーム活動を展開した。進
行役の手腕が際立っていた。 
 最後に、第 2 週目の木曜日の午後の時間は、3 年間とも「文化紹介」だった。第 1 陣は
「日本文化紹介」に撤した。茶道など日本の典型的な文化を紹介して、タイ人学生たちも楽
しめたようだ。その中で、その年に早稲田大学へ短期留学をしていた学生の一人が、自分
が日本で体験したお茶の立て方を上手に披露していた。第 2 陣は「鞠づくり」を披露し、
実際にタイ人学生にも体験させてもらった。タイ人はその器用さがひとつの売り物だが、
この鞠づくりも、一回見ただけでタイ人学生は自分なりの方法を考え出し、綺麗に仕上げ
ていたのには感心した。第 3 陣は、「日本とタイの文化交流」を実践した。まずタイの麺
類の料理づくりをお互いに体験し、次に日本の焼きソバを自分なりの嗜好で作る活動を行
い、出来上がった料理をお互いに味わって時間をすごした。その後、日本の祭りのアトラ
クションでもある「盆踊り」を協同体験し、ビデオ撮影などをした。タイ人学生は浴衣姿
で額に汗を流しながら、進行役の派遣生を見つめつつ、一生懸命に踊っていた。第 1 陣、
2 陣の派遣学生の文化紹介活動と比べると、タイ人学生たちは一段と盛り上がっていた。 
2．今後へ向けた提言 
 2016 年をもってこの SEND プログラムは終了するが、事業の目的である「学生交流を
通じた日本の発見」は達成できたと思う。ただその舞台裏では、早稲田大学の関係者の
方々の、想像を絶するご苦労があったに違いない。本当に感謝の気持ちで一杯である。さ
て、今後もこのような日本政府の援助による事業が計画されると期待しているが、その中
で、タイの大学を含むアセアンの国々の大学生が早稲田大学を訪問して「学生交流を通じ
たアセアン文化紹介」ができる機会を設けていただければ幸いである。アセアン 10 カ国
の大学で、それぞれ選抜された日本語主専攻の学生たち（各国から 1 大学で、1 大学から
数名）が早稲田大学で 2 週間勉強させていただき、同時に文化交流も行うというものであ
る。実現されれば、これに勝る喜びは無い。 
（おおば たいいつ ナレースワン大学人文学部） 
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